
　　　　　　　令和８年度事業計画について
（令和8年4月1日～令和9年3月31日）

１　事業実施に当たって
○　事業実施に当たっては、当協会事業目的である地域振興や北海道観光振興に貢献するスカ
イスポーツの振興を図るため、関係自治体、スカイスポーツ団体と連携し、各地域において
スカイスポーツ振興の拠点化を進め、北海道のスカイスポーツネットワークを構築・発展さ
せていくことを目指しております。

○　事業は「イベント交流活動事業」と「啓発普及活動事業」の2本柱とし、「イベント交流活
動事業」については、スカイスポーツを見て、触れて、体験できる一大イベントとして当協
会事業の核となる「北海道スカイスポーツフェア」を開催します。
「啓発普及活動事業」については、広く一般にスカイスポーツへの理解と関心を深めるた
め、広報誌「あえる」の発行、ホームページの活用による啓発、各地で開催されるスカイス
ポーツイベントへの後援、また、安全対策としての各講習会開催への支援等に努めてまいり
ます。

○　スカイスポーツフェアは、第1回目の昭和63年から数え今年度で39回目の開催となります。
今年度は地元のNPO当麻航空協会と旭川航空協会の協力のもと、「当麻スカイパーク」で

の開
催を予定しており、７年ぶり６回目の開催となります。
今回のフェアは、スカイスポーツ愛好家はもとより地元の皆さんや旭川市、札幌圏から大

勢の
来場者を迎え、子供教室、模擬競技会や体験搭乗など、全員参加型の魅力あるプログラムと

する
とともに、NPO当麻航空協会が主催する「サマースカイフェスタ」と同時開催することによ

り
スカイスポーツの素晴らしさを実感してもらえる大会になるものと期待しております。

〇　事業遂行に当たっては、関係自治体、スカイスポーツ団体との連携・協力を得ながら、予
定事業を確実に実施する一方、収支動向を見極めて規模、内容の調整等財務の健全性維持に
も努めていくこととします。

２　事業の内容
1. イベント交流活動事業 

（１）北海道スカイスポーツフェア　9月13日（日）予定
○「第39回 北海道スカイスポーツフェア イン 当麻」～（別紙企画書）

（２）スカイスポーツ競技会への支援
○パラグライダー（HOSPA杯）
○ラジコン（HOSPA杯）

（３）スカイスポーツ団体関係者交流会の開催
　○ＳＳ団体他関係者参加　12月上旬予定

2. 啓発普及活動事業 



（１）広報誌等の発行による啓発普及
○あえる（広報誌）　1月発行予定
○スカイスポーツイベントカレンダー　　4月発行予定

（２）情報収集提供
○ホームページの活用
協会案内（定款等法人情報の開示）・イベント情報・ガイドブック・広報誌・お知らせ・
トピックス等の掲載、リンク集の設定

　　○動画作成（HP掲載用DVD）～スカイスポーツフェアの実施模様
○後援共催事業～依頼に基づき後援・主要イベントへの参加・情報収集

（３）体験会の開催
○パラグライダー無料体験講習会
○みんなのスカイスポーツ教室、バルーン体験搭乗会
・6月28日（日）　札幌市内予定
・9月13日（日）　当麻スカイパーク（フェアの中で実施）
・10月4日（日）　十勝管内予定

（４）安全講習会等の開催･支援
○安全講習会･指導者研修会の開催・支援　
・グライダー
・ハング・パラグライダー
・マイクロライトプレーン

○安全対策検討会の開催
 ・12月上旬　関係スカイスポーツ団体により、安全対策の取組み等について意見・情報交

換



　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　（ 別 紙 ）

第39回 北海道スカイスポーツフェア イン　当麻

　企　　　画　　　書 

１  開催趣旨

北海道スカイスポーツフェアは、開催地の自治体とスカイスポーツ団体が協力し
てスカイスポーツの振興を図り、スカイスポーツのネットワークを構築・発展さ
せ、地域の活性化につなげることを主要な目的として、1988年（昭和63年）から毎
年地域を変えて公益社団法人北海道スカイスポーツ協会主催により実施していると
ころですが、昭和・平成・令和の時を経て、今回で39回目の開催となります。

道内各自治体では将来予想される人口減によるさまざまな影響が大きな課題と
なっていますが、フェア開催予定の当麻町においては、恵まれた豊富な森林資源を
活用した町産木材を活用し、地材地消による住宅や施設の建設を進め、「ハートフ
ルタウンとうま」の造成など移住・定住促進に効果を上げております。また、観光
面においては大雪山系を背景にした雄大な自然環境に恵まれ、周辺地域と連携した
広域観光ルートとしての位置づけが期待されているところです。
一方、当麻航空協会においてはこのような恵まれた空域資源を活かし、町から委
託を受けた河川敷を有効活用、グライダーを中心にしたスカイスポーツの啓発普及
活動に早くから取組み、愛好家や町民はもとより、周辺地域からも広く呼びこむ
「スカイスポーツフェスタ」を開催して、道北スカイスポーツ活動の拠点として地
域の活性化に貢献しています。
　
当麻町でのフェアは1992年（平成4年）を初回に、地域活性化事業として回を重
ねてきましたが、今回6度目の開催となります。
今回のフェアは、スカイスポーツ愛好家はもとより地元の皆さんや旭川市、札幌
圏から大勢の来場者を迎え、子供教室、模擬競技会や体験搭乗など、全員参加型の
魅力あるプログラムとするとともに、当麻航空協会が主催する「サマースカイフェ
スタ」と同時開催することによる相乗効果と、道内におけるスカイスポーツの振
興、ひいては地域振興に少しでも貢献することができればと考えております。

開催に当たっては、国土交通省北海道開発局、北海道、当麻町をはじめ、関係機
関や各種団体・企業、各スポーツ団体のご協力、ご支援をいただきながら、多くの
方々の笑顔と歓声を後押しに、安全を第一とした運営管理を行ってまいります。



２  開催概要

名　　称　　第39回北海道スカイスポーツフェア イン 当麻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
テ ー マ　　（　未　定　）
日　　時　　令和8年9月13日（日）　7：00～15：00

場　　所　　当麻スカイパーク（当麻町伊香牛1区石狩川河川敷）
主　　催　　公益社団法人北海道スカイスポーツ協会
協　　力　　NPO当麻航空協会、旭川航空協会
後　　援　　国土交通省北海道開発局、北海道、当麻町、旭川市他
協　　賛　　株式会社北海道銀行、株式会社ドーコン他
同時開催　　当麻スカイスポーツフェスタ(主催NPO当麻航空協会)

動員目標　　５,０００人

　実施内容　

(１)　デモフライト
モーターグライダー、マイクロライトプレーン、
モーターパラグライダー、スポーツカイト　スカイダイビング、
ラジコン、水上飛行機

(２)　地上展示
モーターグライダー、マイクロライトプレーン、
モーターパラグライダー、ラジコン、スポーツカイト、
熱気球（バスケット）、模型飛行機（ラジコン）、軽飛行機、
水上飛行機

(３)　スカイスポーツ教室
紙飛行機、竹とんぼ、凧作り

(４)　模擬競技会（ＳＳ教室参加者で自作作品による競技会）
①　たこ揚げ競技会
②　紙飛行機競技会
③　竹とんぼ競技会

(５)  体験会
熱気球（係留）、ヘリコプター（有料）、パラグライダーふわり体

験、
模型飛行機操縦、スポーツカイト操作　

(６)  アトラクション
お楽しみ抽選会、当麻蟠龍太鼓（予定）

(７)  グルメ、物販コーナー
キッチンカー


